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：ロータリーのマジック（The Magic of Rotary）
：ROTARY WILL　～ 志高く  誇り高く ～
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2024-25年度平塚ロータリークラブ
会長　三荒弘道

「一年間を振り返って」

平塚ロータリークラブテーマ
「ＲＯＴＡＲＹ　ＷＩＬＬ～志高く　誇り高く～」

「平塚ロータリークラブは意志（WILL）をもって行動する。」
それはクラブビジョンを中央に据えた行動であると考えます。
そして３つのバランスを保つことが重要と考えます。
　①継続と変化のバランス
　（変えてはならないものと変わらなければならないもの）
　②奉仕と親睦のバランス
　③組織と財政のバランス　
この３つのバランスをより良く保つ中で、2年後の創立７０
周年を踏まえ、未来へと1 歩ずつ歩むメンバーの笑顔が
あふれるクラブ運営に努力精進していくことを誓う。　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【クラブ目標】
１．平塚ロータリークラブビジョンを基軸とした中長期行動
　　計画（プラン）の研究・分析・策定
２．７０周年を視野に入れた会員増強及び組織づくり
３．７０周年を視野に入れた、継続と変化のバランス・
　　奉仕と親睦のバランス・組織と財政のバランスを保つ
　　ロータリー５大奉仕の構築

４．危機管理特別委員会の設置・運営
５．ロータリー財団・米山・ポリオ寄付目標の達成とロー
　　タリー賞へチャレンジ
６．スリーイヤーズターゲットの設定及び財団補助金の活
　　用とマイロータリー 100％登録
７．楽しく、ためになる例会の実施
８．   国際ロータリー・第 2780 地区・第 8グループへの
         コミット　

2024-2025 年度会長所信

　本年度、私は「ROTARY WILL ～志高く 誇り高く～」を
クラブスローガンに掲げ、会長としての一年間の責任を担
わせていただきました。思い返せばこの 1年間、2年後に
控えた創立70年という歴史を有する当クラブにおいて、次
の時代へとバトンをつなぐ大切な節目でもあり、会員の皆
様とともに歩んだ日々は、私にとってかけがえのない経験
となりました。

1. 情報集会と対話の力
　本年度は特に「情報集会」を重視し、毎回各グループ
に分かれてクラブの現状と未来について率直な意見交換を
行いました。70 周年の準備を基軸に、年間４つのテーマ
を掲げ、会員の皆さまが持つロータリーへの期待、クラブ
のあり方、そしてそれぞれの奉仕の原点を語り合うことが
できました。そこには、奉仕を志す純粋な想いとともに、「こ
のままではいけない」「もっと若い世代にも魅力あるクラブ
にすべきだ」といった厳しくも温かい声もありました。多様
な世代が同じ円卓を囲み、互いを尊重しながら語り合う。
それこそが、ロータリーの真の価値であると私は確信して
おります。

2. 奉仕の実践と学び
　ロータリー5大奉仕「クラブ奉仕」「職業奉仕」「社会奉仕」
「国際奉仕」「青少年奉仕」を意識的に組み立てた事業展
開をはかりました。毎年恒例の少年少女マラソン大会や緑
化祭り参画に加え、能登半島地震への平塚市職員の派遣を
通じた卓話、外国籍市民への防災支援事業等、本年度は
「国際奉仕」の新たなる切り口を見出すことが出来ました。
各委員会が創意工夫を凝らし、平塚ならではのロータリー
活動を形にしてくれたことに、会長として深く感謝しており
ます。また、様々な分野の講師をお招きした卓話の機会
も豊富に設け、各自の経験や職業観を共有することで、
相互理解と敬意が深まりました。

3. 70 周年に向けての礎
　平塚ロータリークラブは、2 年後に創立 70 周年を迎え
ます。この節目に向けて、「歴史の継承」と「未来への布
石」の両立が求められています。特に本年度は、クラブの
内外に向けて「変化への覚悟と挑戦」の姿勢を示す 1年
であったと考えています。慣例を見直し、新たなアイデア
を取り入れる一方で、創立当初から脈々と受け継がれてき
たロータリー精神を大切にしながら、次の 10 年を見据え
た準備を着実に進めることができました。

結びに
　この 1年間、私を支えてくださった役員・理事・委員長、
特に関口幹事、嶋田副幹事、更には、吉野事務局員、そ
して全会員の皆様方へ心より御礼申し上げます。議論の中
で交わされた言葉の一つ一つが、クラブの方向性を見出す
灯となり、私自身の学びと成長へとつながりました。

ロータリーの魅力は、人と人との「つながり」にあります。
そのつながりを、これからも大切に育てていくことこそ、私
たちの責務であり、希望です。次年度も、どうか変わらぬ
ご支援とご協力をお願い申し上げます。

「ROTARY WILL」を胸に刻み、誇り高く歩み続けましょう。
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クラブ目標・3イヤーズタゲット目標と結果



平塚ロータリークラブ 週報 3523号



幹事報告

◎平塚市美術館より
　平塚市美術館より展覧会のチケットを2枚頂きましたの
　で、ご興味のある方は事務局までお申し出ください。
　今回は平塚市出身の原良介（はらりょうすけ）氏の美術
　展で、「サギ子とフナ子　光のそばで」というタイトルで
　明るい色の光あふれる風景を特徴としている油絵です。

◎最終例会について
　来週 6月19日は本年度最終例会となります。
　また、例会開始の前に少しお時間を頂き臨時総会を執り
　行います。議案は危機管理特別委員会についての細則
　改正となります。17:55までにご着席をお願いします。

委員会報告

〇70周年実行委員長　清水裕実行委員長
　70年間先輩が連綿と続けてきた歴史をしっかりと見つめ
　直し、そして80 年、90 年、100 年と次の世代へとしっ
　かりと渡していく、そんな周年事業をして行きたいと思っ
　ております。一つ皆さんにお願いでございます。実行委
　員会が全てをやることではありません。我々は裏方です。
　皆さんお一人お一人がお力添えをしていただく、これが
　記念事業の意義だと思っておりますので、是非様々なご
　意見、そしてお力添えいただければと思っております。

〇親睦委員会、松本崇委員長

　三荒年度最終例会、新会員歓迎例会になります。
　6月19日18時からですが、その前に臨時総会がありま
　すので、17時 55分までに皆さん会場にお集まりいただ
　ければと思います。
　親睦委員会一同で皆さんを喜ばせたいと思いますので、
　楽しみに来てください。
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三荒会長と関口幹事は、互いに内緒で花束を用意し贈り合って
いました。偶然の贈り合いに、心温まる絆が感じられました

　謝辞をされた高橋副会長と



クラブ会報・ＩＴ委員会　◎ 元吉裕員　○ 新堀将一　高橋茂久　縄嶋智徳

卓話・行事予定

第8グループ例会変更

メークアップ（MUP) 2名

ゲスト 1名

ビジター 9名

6月19日(木)
6月26日(木)

新会員歓迎夜間例会
休会

本日のスマイル 44名

現在ございません

今週のお祝い

誕生日祝い・・・無し　（ガウリさん6月6日誕生日の
　　　　　　　　　　　お祝いのブーケプレゼント）
結婚祝い    ・・・無し

米山奨学生

又城雅弘会員、山森啓太会員
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米山奨学生のガウリさんの誕生日祝いを差し上げました

ケダレ、ガウリ　マノジさん

伊勢原ロータリークラブ
寒川ロータリークラブ
　　　　〃
　　　　〃
　　　　〃
　　　　〃
大和ロータリー
新横浜ロータリークラブ
平塚北ロータリークラブ

ガバナーエレクト

会長エレクト

　
会長

松下孝様
小澤千明様
山本和好様
金子一茂様
藤　優莉様
森嶋洋子様
松川健治様
久米真浩様
神保由樹様

25-26 年度ガバナーの松下孝様

寒川ロータリークラブ会長の小澤千明様

大和ロータリークラブ会長の松川健治様

新横浜ロータリークラブ　パスト会長　久米真浩様


